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　はじめに
　昨年 2014 年の夏は，第一次世界大戦が始まってから 100 年目に当たっていた．そして今年の
夏には，第二次世界大戦が日本の敗戦で終結してから 70 年目を迎える．「名古屋哲学セミナー」



































































































































































































































































































真下先生の没後 30 年：真下先生が亡くなられたのは 1985 年 2 月 9 日，それから 30 年の時をお












































































月，特高警察による拷問で検挙の 3 日目に虐殺された岩田義道，その 4 ヶ月後の 33 年 2 月，検















造世界を開くが，41 年 12 月，太平洋戦争の開始に先がけて陸軍に応召され，開戦と同時にジャ





＊ 2014 年 12 月 18 日の新聞各紙朝刊は，最高裁が戦後のハンセン病患者の裁判において「隔離法廷」
をもうけたのは 95 件あるが，そのうち隔離政策が公開の憲法原理に反する差別的なもので違憲とさ












































に刑事訴訟法の強制処分の対象となったのはわずか 15 名で，「15 名分の令状で 156 名を検挙」
するという乱暴なやり方がとられ，全国の検挙者 1568 人，起訴 488 人となった．ところが最近
の研究によると，「3・15」事件の頃はまだしも法律的に厳格さが守られていたが，同じ年の
1928 年 6 月には，「治安維持法」の改正が「勅令」で緊急公布されて，ここで死刑と無期懲役と














教，仏教，神道などの宗教関係者からも犠牲者が出ている．昨年 2014 年の夏までの第 180 回国
会に，「治安維持法犠牲者に対する国家賠償法の制定にかんする請願」が共産党，社民党，公明
党などの紹介議員によって提出されているが，そこでは 1925 年に「治安維持法」が制定されて

















































































































































































































































『国体の本義』と「国体明徴化」運動：1937 年（昭和十二年）には，8 月 13 日に日中戦争が始ま
り，11 月にはイタリアが「日独防共協定」に参加してファシズムの三国枢軸が成立してまもな




配布したうえで，日中戦爭開始に符節を合わせるようにして，8 月 14 日には，政府によって「国
民精神総動員実施要綱」が決定されていたことを重視しなくてはならない．「国体明徴」問題そ
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0
もない．だが，そ
れ程ファシズムはイデオロギー的には無力なのだが，それがかえって特有にイデオロギー



























































存在の全体が突如として宙に浮く：真下先生は，1937 年 11 月に「世界文化事件」で検挙されて




になり，40 年 3 月から敗戦の時まで
京都帝大人文科学研究所嘱託の職にあった．先生が精力的に執筆を続けていた『世界文化』は廃
刊に追い込まれていて，37 年 1 月の第 25 号に掲載された二つの書評『ゴーリキイ人生読本』と
『リアリズム』がその最後の掲載論文となった．その後は，41 年に，岩波書店の『ヘーゲル全集』
13 巻としてヘーゲルの『哲学史』中巻の 2 が出た（『全集』12 巻にあたる中巻の 1は戦後の出版）他


























































に 6 月 25 日に沖縄戦が終結し，米軍の管理下にあった久米島で，沖縄戰の終結も日本の敗戦も
知らずに「最後の一兵までたたかえ」という命令をうけたままの海軍守備隊が，6 月末から 8 月
末へかけて，現地住民や在日朝鮮人への不信から，米軍への通謀容疑で 4 家族 20 名（うち 2 家
族 11 名は 8 月 18 日と 20 日）が子どもをも含めて惨殺された．この他にこの間にまた，命令不



















である．真下先生が三木清の獄死が戦後も 1 ヶ月近く経った 9 月 26 日のことであることに注意
しているのは，三木の死はロイター通信の記者によって新聞記事になり，なおも「治安維持法」



























判所が 1948 年（昭和二十三年）11 月 12 日，「平和愛好諸国民の利益並びに日本国民自身の利益
を毀損」した「侵略戦争」を起こし，平和にたいする罪と人道に対する罪，及び通常の戦争犯罪



















の田辺哲学であった．田辺は，敗戦の年の 1945 年の 10 月から 12 月にかけての最終年度の講義
には早くも原稿としての『懺悔道としての哲学』をまとめており，翌年の 4 月 20 日に刊行，わ
たしの手持ちの版では翌 5 月 30 日のもので第 4 刷になっているから，これが如何に世に持ては
やされることになったかが分かる．だがそれは田辺の哲学にとっては，幸せなことではなかっ



































































































































































































































なるとして，大きな論議を呼んでいるという前提条件があった．さらに 9 月 2 日に軍艦ミゾリー

















































































































































































































































































































































































































































































































　今振り返って見れば，この時期の各内閣の文部大臣は，45 年 8 月に東久邇宮内閣で戦後最初
の文部大臣を務めた前田多門以下，安倍能成，田中耕太郎，それぞれの内閣のどの文部大臣も，
特定の人物に止まらずに，だれもが真下先生の指摘にあるように，それぞれのニュアンスにおい





















































































































































































































































































































































































































































































「戦争責任」を問われるべき「責罪問題 die Schuldfrage」は次の四つである　　 ①　客観的に
立証可能な法律違反にもとづく「刑法的な責罪 die kriminelle Schuld」，②　為政者たちの行為
において，またその行為に基づいて公民としての個人が共同責任を負うことによって成立する
「政治的責罪 die politische Schuld」，③　個人が，政治的・軍事的などのすべての行為において
一個人として良心において負うべき，そして「命令」であることで免責されえない「道徳的な責
罪 die morallische Schuld」，そして最後に ④　世界におけるすべての無法 Unrecht と不正義



















































































































































































生きつづけていく」と書いている詩人・兵士田辺利宏は，1941 年 8 月，中国戦線でついにのぞ
みを喪ったままの生を断たれて，異境に倒れなければならなかった．そしてその後も彼の歌った












































































































































































































































































あった．1947 年 12 月 26 日，東条が証言台に立った時，新聞はその見出しに，「天皇には責任な
し　あくまで“自衛戦”主張」と報じた．
















































































































　「ポツダム宣言」が「蹶起せる世界の自由なる人民の力 might of the aroused free peoples of 
the world」を背景とした連合国の名において，第一の「日本の降伏の条件」として明示してい
たのは，第六条であった．
　「吾等は，無責任なる軍国主義 irresponsible militarism が世界より駆逐せらるる driven
に至る迄は，平和，安全及び正義の新秩序が生じ得ざることを主張するものなるを以て，日
本国国民を欺瞞し，之をして世界征服の挙に出づるの過誤を犯さしめたる者の権力










誤に陥らせた「無責任なる軍国主義」を奉じた者たち those の「権力・権威 authority」と「勢
力・影響力 influence」　　原語は補ったように幅広い意味をもっていることに注意したい　　















































































































































































































































































































事柄の思惟（die Sache denken）であることをやめて，かえって事柄についての思惟（Über 
die Sache denken）であることにあまんじようとした．ヘーグルは，事柄について思惟する




































































































































　ただ「日本学術会議」の名誉のために言えば，投票の結果，賛成 89 票，反対は 64 票，意見表
















































間，日本が国連に復帰し，1 ドル＝ 350 円の固定相場制の国際経済の下で「東洋の奇蹟」といわ
































1978 年 6 月号）で治安維持法を弁護し，ついに「核の選択　　日本よ国家たれ」（『諸君！』









































































































































































































































　真下先生の最後のお別れの枕頭に座したのは 1985 年 2 月 9 日，それからもう 30 年になる．こ
の間には，ソ連・東欧圏の ｢ 社会主義 ｣ 体制の崩壊という世紀的な出来事があり，対してアメリ
カが，いくつもの局地戦争を踏みつぶしながら，形成された EU 圏をも影響下におさめて，｢ 一
































































 （2015 年 2 月 19 日）
